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プラトーノフ『秘められた人間』における 
ロシア内戦期のカフカスの表象について 
  
古川 哲 
 
《要旨》 
本論文では、アンドレイ・プラトーノフによる 1928 年刊行の中編小説である
『秘められた人間』における、技師を職業とし赤軍の兵士として 10 月革命後
の内戦に参加した主人公フォマ・プホフが地理的な移動の目的地とするカフ
カス地方の表象を検討する。ロシア文学において写実主義が成立する 19 世紀
にあっても、カフカス表象は往往にしてそれ以前のロマン主義的な憧憬を濃
厚に伴って現れていた。それに対しプラトーノフのこの作品は、そうした文
学史を踏まえて新しいカフカス表象を提示しようとする試みが見られる。そ
れが提示されるのは、主人公の視点から語られるカフカス表象を通してであ
る。主人公は、物語の結末において最終的に、ロマン主義的なカフカス表象
から自由になる。そしてさらに、19 世紀のロシア文学では把握されていなか
った要素がカフカス表象のうちに新しく加えられるのである。それは 19 世紀
末以降開発が進んだアゼルバイジャンのバクーの油井櫓のイメージであっ
た。 
 
《キーワード》 
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1. 問題設定 
 
本論文は、1928 年刊行の中編小説である『秘められた人間』における、技師を職
業とし赤軍の兵士として 10 月革命後の内戦に参加した主人公フォマ・プホフが地理
的な移動の目的地とするカフカス地方の表象を検討する。最初に指摘しておくべきこ
とは、南ロシアのヴォロネジ出身のプラトーノフはその作品において南ロシアが舞台
と推定される作品を多く書いたが、カフカスについて書くことは少なかったというこ
とだ。言い換えれば、プラトーノフの作品群のなかで『秘められた人間』という作品
は、カフカスを扱っているという際立った特徴を持っている。それにもかかわらず、
この作品のカフカス表象という要素について研究されることはほとんどなかった。 
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多くのプラトーノフ作品の例にもれず、この作品も主人公の放浪が物語のプロッ
トを織りなす種々のエピソードを結びつけている。『秘められた人間』は作品内に登
場しない語り手から語られ、主にプホフが出会う事物への焦点化が行われている。主
人公が遭遇する様々な出来事をつうじて体制転換期のロシアが描き出される。この作
品に関しては、以下の 3 つの理由から、プラトーノフのほかの主要な作品と同様に作
者自身の経験や個人的な見聞が反映されていることが推測されている。それは、第一
にこの作品の冒頭には主人公と同名の友人への献辞があり、第二にプラトーノフ自身
赤軍に従軍した経験があり、第三にプラトーノフの父親にはプホフが作品の冒頭で行
うような線路からの除雪作業に従事した経験があったことである｡ 1 
自伝的要素を色濃く織り込む作家の作風と『秘められた人間』の内容にそくし
て、この作品はこれまで共産主義と既存の価値観の両方の間で動揺する主人公および
ロシアの社会を描き出したという点から主に論じられてきた。ゲレルはプホフの視点
からの内戦期の状況に対する懐疑に注目しつつ、情熱的だがイエスを真には理解でき
ない弟子とおなじフォマ〔トマス〕の名がプホフに与えられていることにその裏づけ
を見出す｡ 2 こうした観点をさらに敷衍してポリャコフは『秘められた人間』と『土
台穴』を比較しつつ、革命におけるキリスト教の役割について考察する｡ 3 一方教会
史とのアナロジーによって共産主義運動についての洞察を作品から読み取ろうとする
ゲレルの手法を受け継ぎつつ、レパヒンはプホフが見かける、聖ゲオルギーを描いた
イコンのうえにトロツキーの顔を上塗りしたポスターに注目し、作者が革命当初に奉
じていた建神主義への仄めかしをよみとる｡ 4 フリャシェワはこうした研究状況を踏
まえつつ、作品内において同一の対象へ複数の文脈が重ね合わされていることこそが
この作品における笑いを産む効果をもっていると指摘した｡ 5 一方で、コルニエンコ
は革命前に職業的な訓練をうけたエンジニアが革命後におかれた不安定な社会的な地
位を念頭に置きながらプホフと党幹部との関係を検討し、プホフが抱く懐疑を作品成
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立と同時代の歴史的文脈に位置づけた｡ 6 同様の立場をとりつつもバルシトはプホフ
が頻繁に職業を変えることをこの登場人物の自由さとしてより実存的に意味付け、
『秘められた人間』においては人間の精神にとって制約を与えるものとして職業が捉
えられていると指摘した｡ 7 
このように、これまでの研究ではプホフや彼の目にする事物にまつわる不安定さ
や捉えがたさが強調されている。それに対してワルラモフはこの作品が提示するロシ
ア人というネーションについての捉え方に着目した点で際立っており、ブルガーコフ
『白衛軍』やショーロホフ『静かなるドン』などの、戦争を扱う同時代の作品を引き
合いに出しつつ、赤軍と白軍をおなじネーションに属するものとしてひとしなみに扱
おうとする点にこれらの作品の共通点を見出している｡ 8 それと似た観点をとりつつ
より慎重に望月恒子は放浪の末にバクーにたどり着いたプホフが抱く感慨が語られる
作品の結末を分析しつつ、『秘められた人間』が提示する共同体を既存のネーション
と直接に結びつけることを避け、共感に基づく真の故郷を作り出すことがこの作品に
おいて革命の目的として位置付けられているのではないかと指摘している｡ 9 
望月の指摘は、プホフのもつ周囲への批判的な周囲への眼差しのなかに、何か積
極的なものを措定する指向があることを指摘した点で独自性がある。ただし、望月は
この分析において、プホフがいたバクーという場所については掘り下げて考察しては
いない。したがって、本論文が『秘められた人間』におけるカフカス表象の考察の対
象とするのは、それがこの作品の先行研究における重要な指摘に関連のある、いまだ
深くは考察されてはいない点だからである。本論文では、望月が言及した作品の結末
だけではなく、この作品のカフカス表象を網羅的に検討する。 
本論文における問題の設定を終えるにあたりここで想起されるべきなのは、カフ
カス表象が 19 世紀ロシア文学においてもった特別な意義である。乗松享平は、19 世
紀初頭の描写詩において好まれた辺境の形象として北欧の山々と並んで好まれたカフ
カス地方の形象は、当地の風俗に対する異国趣味をかき立てつつその後のロマン主義
およびその批判として生じた写実主義でも引き続き扱われ続けたことをあとづけ、ロ
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シアの近代文学の成立をこれらの表象に関する言説の変化として記述した。現実の対
象となんらかの結びつきをもつという意味で文学は一貫して広い意味でのリアリズム
と関連があるが、19 世紀後半の写実主義としてのリアリズムの成立を、カフカス表
象にまつわる現実と文学の結びつきの変遷のうちに跡付けることができるとされる｡
10 乗松は 19 世紀のロシア文学におけるリアリズムを議論する際に問題となる「現
実」を 4 種類に分類する。それは、カフカスを旅したロマン主義の詩人が自分自身を
語るさいの「現実（0）」、カフカスを語るさいに文学上の約束事が確立されたのち
にそうした約束事によっては決して描き得ぬものとして想定される「現実（1）」、
言語によって記述は可能でも意味づけからは逃れ去るものとしての「現実（2）」、
ロシア語の言説によって構築されたカフカス表象が、文学作品内で虚偽として描かれ
ながら、登場人物にとってそれが抗いがたい力を持つという意味での表象の「現実
性」としての「現実（3）」である｡ 11 このうち、写実主義としての狭義のリアリズム
は「現実（2）」に関わるものと位置付けられている。しかし忘れてはならないの
は、乗松の議論のねらいが、ロシアでの植民地主義における支配するものと支配され
るものの分割を可能にする条件の成立を、文学作品がかたちづくる言説のなかに跡付
けることにあったということだ。その文脈で乗松は「現実（2）」をめぐる狭義のリ
アリズムにおいて、意味づけ得ない現実を意味するためにおこなわれる事物について
の描写がひとつの様式になってしまったときに、現実を意味させるために写実的な記
述が行われるようになり、当初あった、意味づけ得ぬものを言語で表すことにともな
うアイロニーが失われたことに注目している。このとき現実は文学によって表しうる
かのように想定される｡ 12 このアイロニーの喪失をカフカスというロシアにとっての
辺境を表象するという文脈にそくして言い直せば、描写することでカフカスの現実を
描くことが可能であり、そのことによってロシア文学はカフカスという外部をロシア
語による言説の内部に「馴致」させることが可能だという態度ということになる｡ 13 
このようにして、文学のうえでの写実主義と、カフカスにおける国家間あるいは民族
間での勢力のせめぎ合いが関連づけられる。 
カフカス表象という切り口から写実主義の成立を観察できるのなら、同じ切り口
を使ってそれ以後の文学作品もまた考察できる。そしてそれをもとに、カフカスとい
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う場所がロシアにとってどのような場所だと捉えられているのかを考察できる。たと
えば、19 世紀末から 20 世紀にかけてバリモントやブリューソフら「銀の時代」の詩
人たちが、カフカスのうちキリスト教圏に属するグルジアやアルメニアを、自らが属
する文化圏の源泉として位置付け、そしてまたソ連時代のロシア語文学においては民
族の友好という観点からカフカス表象は親しみとともに描かれた｡ 14 その一方で、未
来派の詩人として 20 世紀初頭に活躍したフレーブニコフは、アゼルバイジャンを
「火の国」と形容したが、この背景にはゾロアスター教やプロメテウスの神話に関す
る関心があったとされる｡ 15 またこの時期にフレーブニコフが書いた詩においてバク
ーは東西の文化が衝突する場として捉えられていたとされる｡ 16 こうした先行研究に
もかかわらず、20 世紀のロシア文学におけるカフカス表象についての検討は、依然
として包括的なものとはいえず検討の余地を残している。 
ロシア文学におけるカフカス表象をめぐる以上の文脈を踏まえつつ、本論文では
『秘められた人間』という作品に関して作品の結末のエピソードが他ならぬバクーを
舞台としていることの意義を考察することを狙いとする。 
 
2.『秘められた人間』におけるカフカスの表象 
 
『秘められた人間』には主人公のフォマ・プホフが経験する数多くの場所での出
来事が語られる。したがって、この作品におけるカフカス表象の詳細な検討を行うた
めの準備として、プホフが行う主に鉄道による頻繁な地理的移動について整理し確認
しておくことは有益だろう。作品の冒頭ではプホフが参加する赤軍の部隊が南ロシア
の都市であるコズロフとリスキの間で移動する様子が描かれる。その途中で白軍のコ
サックから襲撃を受ける。プホフはリスキでは 3 日間滞在し、その際、黒海沿岸に位
置するノヴォロシースクの軍港からの技術者の募集を目にする。北カフカス地方に入
ったあと、ノヴォロシースクに到着するまえにプホフはエカテリノダル〔現在のクラ
スノダル〕で 1 週間を過ごす。ノヴォロシースクについたプホフは技師として採用さ
れ水雷艇「マルス」のエンジンの修理を任される。ノヴォロシースクでの勤務期間に
プホフは赤軍による黒海北岸からケルチ海峡を超えクリミア北部からヴランゲリを襲
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撃する作戦に同行するが、海が荒れたため作戦中止となり戦果をあげずに部隊はノヴ
ォロシースクに戻ってくる。そのあと内戦が終結したとの報せが部隊にもたらされ、
4 カ月の休息ののち、プホフは技師としての仕事をもとめて南カフカスのバクーへ移
動する。しかしプホフは当時のバクーから閑散とした活気のない場所という印象をう
け、上司に頼んで南ロシアの都市ツァリーツィン〔現在のヴォルゴグラード〕への出
張証明書を作成してもらい旅立つ。プホフはツァリーツィンへの鉄道による移動中
に、乗り合わせた乗客からロシア国外での旅行について話を聞く。ツァリーツィンで
の短い滞在ののち、プホフは目的地を決めずに放浪を始め、偶然故郷のポハリンスク
村にたどり着き旧交を深める。ほどなく村は白軍からの襲撃を受け、プホフは応戦す
るための作戦を考案するが、失敗し村の住人に多くの死者を出してしまう。そのあと
プホフはバクーを再び訪れ、石油採掘にたずさわる技師として勤務するようになる。
このように、プホフは南ロシアから南下し一旦南カフカスのバクーに到達したあと、
再び南ロシアに戻り、その後でバクーに 2 度目の到着を行うという経路で旅を行う。
彼が訪れた地点のうちカフカス地方に属するのは北カフカスのエカテリノダルおよび
ノヴォロシースク、南カフカスのバクーである。 
ここから、作品に登場するのと同じ順序で『秘められた人間』 17におけるカフカス
表象を検討していく。つぎの引用箇所では、リスキで、北カフカス地方の都市ノヴォ
ロシースクでの技師の募集をみた時のプホフの反応が描かれている。 
 
「行こう、ピョートル」とプホフはズヴォルイチヌイに言った。「こんなところ
にくすぶっていることはないよ！ 少なくとも、南国をみて海で泳ぐくらいはできる
よ」。(175) 
 
この箇所では、プホフがカフカス地方について帝政時代に確立された植民地的支
配を前提として、異民族からの脅威を排除された地域として想像し、それに合わせて
技師としての仕事もある場所として期待していることがわかる。ここには、プホフの
心のなかで、ロシア文学作品において写実主義が克服しようとして束縛されつづけた
ロマン主義的な憧憬と、生活のうえでの関心の両方が描かれている。プホフがいだく
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この 2 つの感情のうち、前者を考えるうえで注目すべきなのは、ノヴォロシースクに
到着し仕事を始めてからのプホフの様子を描く次の箇所である。 
 
海はプホフを驚かせなかった—それどころかぐらぐら揺れて仕事を邪魔する。
(178) 
 
この箇所では、プホフは出発前に抱いたカフカス地方の海に関する期待を叶えてはい
ない。プホフはカフカスの海に関して憧れを持っていたが、この感情がそれほど強く
なかったことをこの箇所は示している。ただし、カフカス地方に関する予期をできる
程度の知識をプホフがどこからか得ていたということもこの箇所は示している。さら
に、この引用の後半部分からは、プホフはもっぱら仕事の場としてカフカスの海に接
していることが読み取れる。一方で作品中にはプホフがノヴォロシースクで技師とし
ての働き出す以前にカフカスを訪れたことがあることをうかがわせるような記述はな
い。このとき、プホフがどのような言説に接して知的な面での成長を遂げてきたか
が、この登場人物がもつカフカスへの憧憬について考えるうえで重要となる。このこ
とを考えるうえで手がかりを与えるのが、ノヴォロシースクで彼が技師として採用さ
れる前にうけた面接の場面である。そこではプホフは、自然科学の知識と共産主義の
イデオロギーについて質問を受けるが、この場面でプホフは「手当たり次第になんで
も読んできた читавший что попало」（177）ために取り乱すことがなかったと記述
されている。つまり、体系的にではないにせよ読書をしてきた人間としてプホフは描
写されている。上記の箇所を踏まえれば、カフカス地方に関して保養地としての期待
をもちつつ、その興味が強くはなかったというエピソードは、言説に強くは束縛され
ないというプホフの特徴を表すものとして注目できる。ここまでの議論は、カフカス
の表象として典型的な急峻な山地に関してもあてはまる。次の引用箇所では、内戦が
一旦収束したあとに周囲の兵士が復員していくのに影響されてノヴォロシースクから
バクーへと旅立つまえのプホフが現地の山地を眺めるときの様子が描かれている。 
 
「さてと、俺も行こっと」プホフは心を決め、ステップ出身の人間らしく強気
で、陸路におぞましく立ちはだかる、人の手が入っていない山脈を眺めやった。
(200) 
 
この場所では、カフカス地方の山地が、プホフの故郷であるロシア南部の平原と
対比されつつ、人間の影響力の及ばない対象として形容されている。しかしここで、
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カフカス地方の山地はプホフにロマン主義的な崇高さを感じさせてはいない。逆にこ
こで強調されるのは、平原に住む人間の誇りである。言い換えれば、プホフの視点か
ら、カフカス地方と比較されたステップが肯定的に語られている。とはいえこの箇所
で忘れてはならないのは、ロシア固有の風景への眼差しが、カフカス地方の経験をへ
てアイロニーとともに語られているものの、ロシアを賛美するような効果をもたらし
ていない点である。与えられるのは、単にロシアの平原とカフカスの山地の並置であ
る。こうしたプホフの感情の推移にかんして説得力を与えているのは、先行研究で触
れられているような、プホフの精神を特徴付ける懐疑的な姿勢である。しかし、バク
ーへと最初に訪れる以前のこの場面では、プホフはまだカフカスに対するロマン主義
な憧憬を、懐疑を抱きつつも抱いている。プホフがこの憧憬からいかに離れていくか
という点にかんしては本論文の次節で詳細に検討する。 
一方で、ノヴォロシースクに出発するまえに彼がカフカスへのロマン主義的な憧
憬と同時に抱いていた、カフカスで仕事を見つけることへの関心について、カフカス
に到着後のプホフが抱いた感情にそくして検討してみよう。ノヴォロシースクの次に
訪れたバクーでプホフが抱いた最初の印象に関する次の引用箇所では、内戦のあおり
を受けて産油量が落ち込んでいることによると思われるバクーの停滞が描き出されて
いる。 
 
プホフはバクーが気に入らなかった。他のときだったら、この土地から彼を引き
離せはしなかったことだろうが、いまは機械もひっそりと鳴りをひそめ、油井櫓も陽
ざしにぬくめられているだけである。(203) 
 
バクーの油田は 1870 年代に海外の資本を導入したことで飛躍的な発展をしたこと
が知られている。一方で乗松の議論において、ロマン主義の批判としての写実主義の
成立は 18 世紀末から 19 世紀半ばにかけて起こったとされている。したがって、産油
地としてのカフカスの表象は写実主義の成立には関わりを持たない出来事である。そ
のため、油田はロマン主義の克服という写実主義の課題からは縁の遠い要素として
『秘められた人間』のカフカス表象のなかに加えられていると判断できる。上記の引
用箇所でもプホフの対象に対する批判的な姿勢つまり懐疑は保たれている。しかしそ
こでは否定的な言い回しのなかに、プホフが理想とする社会のありさまがかいまみえ
てもいる。いいかえれば、より積極的な要素がみられる。それは、プホフにとって重
要なのは機械に接することであり、同時に、生産が活発に行われている社会のありさ
まであるということだ。 
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このように、『秘められた人間』におけるカフカスの表象の特徴としてあげられ
るのは、ロシア近代文学において伝統的な辺境への憧憬に加え、油田の形象にみられ
る労働への関心である。バクーの油田の形象が同時代においてどの程度共有されてい
たのか、言い換えればどの程度プラトーノフに固有のものだったかという点を考察す
る上で参考になる事実が 2 つある。それは第一に、グラフ誌『ソ連邦建設』の 1931
年 12 月号においてバクーの石油精製が大きく取り上げられ、ドイツ出身の芸術家ハ
ートフィールドの指揮によって写真が選択、編集され図版が制作されたことである。
注目に値するのは、この号の表紙には第 2 次 5 カ年計画の主要な成果としての油田開
発が、油井櫓の林立する写真を使用したフォトモンタージュをもちいて提示されてい
ることである（図版参照）。このフォトモンタージュは経済発展の加速を物語るこの
号の趣旨を巻頭において読者に強く印象づけるものだと、ゴーフは指摘している｡ 18  
 
                                                 
18 Maria Gough, “Back in the USSR: John Heartfield, Gustavs Klucis, and the Medium of Soviet 
Propaganda,” New German Critique, No. 107, Dada and Photomontage across Borders (Summer, 
2009), pp. 171. 
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バクーの油田の形象について第二に踏まえておくべきなのは、ハートフィールド
のフォトモンタージュに先立つ 1924 年の 7 月に、労働者や兵士を賛美する詩で人気
を博し政権中枢からも寵愛を受けていた詩人のベードヌイにスターリンが書いた書簡
において、スターリンがベードヌイにバクーの油田を訪れること、そして林立する油
井櫓をみて創作に活かすことを強く勧めていることである｡ 19  
一方、『秘められた人間』は 1928 年に発表され、ちょうどこの年に第 1 次 5 カ年
計画が開始されている。同時に、この政策が採用されるにあたっては、周知のように
スターリンが深く関わっている。また、スターリンは文化の統制にも強い関心を払っ
ていた。そのため『秘められた人間』における油田の形象はソ連の工業化と相関の強
い形象として当時の読者に受容される可能性があったと推測することは可能であろ
う。 
この作品においてこのようにカフカス表象にソ連の工業化を表す特徴的な新しい
要素が加えられていることを踏まえたうえで、次節で検討されるのは、この作品の後
半から結末において示されている、カフカス表象においてロシア近代文学がつちかっ
てきた辺境への憧憬という感情への批評性である。『秘められた人間』に登場する油
田の形象もまた、この批評性を表現することに役立てられている。この批評性は、油
田の形象そのものに加えてさらに『秘められた人間』がカフカス表象に関して付け加
えた第二の新しい点である。 
 
3.「心の中の異国」について 
 
プホフが 2 度目に訪れた際のバクーは油田の活動が回復してきてはいるが、単に
そのような情勢の変化がプホフを満足させているわけではない。『秘められた人間』
の結末においては、プホフは南カフカスのバクーにひとまず定住するであろうことが
示される。しかしこのことは、前節での議論から予想しうるような、ロシア南部に彼
が住んでいた時期に抱いていた辺境への憧れを叶えるということとは異なる。 
このとき、作品の結末について考察をするうえで重要な手がかりを与えるのが、
プホフが最初にバクーを訪れたあとそこから故郷のポハリンスク村に帰り着くまでの
列車の車内で、つまりバクーとツァリーツィンの間で、トルコやアルゼンチンを旅行
した経験のある乗客たちとかわした会話である。この会話がプホフの世界観を変え
                                                 
19  Robert Horvath, “The Poet of Terror: Dem'ian Bednyi and Stalinist Culture,” The Russian 
Review, Vol. 65, No. 1 (Jan., 2006), pp. 58. 
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る。次の引用箇所は乗客と話した直後のプホフに焦点をあわせて語られた一節であ
る。 
 
彼らはどの国の法律も出し抜いて、食べものさがしに全世界を這いずりまわるほ
どまでに、飢えが一般庶民の知恵を鋭くしていた。当時は、自分の郡を旅するよう
に、無名の人々が地球を旅していて、どこで何をみようと驚くべきものを発見しはし
なかった。 
ロシアでしか放浪したことがないものには敬意ははらわれずとくに質問されるこ
とはなかった。これは、酔っ払いが自宅で歩くくらい容易なことだった。当時はどん
な人も覇気があって、ひどいことがあっても傷つくことはなかった。政府に対して不
平を言ったり自分の苦しさで弱音を吐くものはいなかった。誰もが耐え、住めば都と
いった様子だった。(206) 
 
この箇所においては、それまで周囲の人間からプホフをきわだ立ててきた放浪と
いう行為が、結局ロシア国内にとどまりその外側へと超え出ることのなかったものと
して相対化されている。これらの対話のあと彼は意気消沈してしまい、停車駅の道端
に生えていた草をかじったことにより体調も崩して幻影にしばらくの間苦しむことに
なる。それは、プホフが自尊心を失い、精神的な危機を覚えたことを意味している。 
この列車の対話がプホフにもたらした衝撃について、前節の議論を踏まえて次の
ように位置付けることができる。ツァリーツィンへの車内でプホフが出会った人々は
商用というロマン主義的な憧れとは無縁の理由で国外に出ていたため、ロマン主義へ
の批判として生じた狭義のリアリズムとは無縁の形象として作品に登場している。プ
ホフが受けた衝撃をとおして作品で描き出されているのは、プホフにとってロマン主
義的および写実主義的な言説の影響力が魅力と反撥を同時に感じさせるものであった
のに、プホフが旅で出会った人々がそのような両義的な感情を持っていないという、
際立った違いだったと解釈できる。 
この場面で列車の車内は、多様な人々が行き交い出会うことを可能にする場所と
いう役割を担っている。車内での人々の偶然の結びつきとそのなかで現れる言葉をプ
ホフは受け入れることで、憧れの対象としてではなく自分が属することの可能な、か
けがえのない場所としてカフカスを見直すようになる。そのことを雄弁に示す箇所が
本作品の結末部分からの次の引用箇所である。この箇所では、2 度目にバクーを訪
れ、技師としての日常を取り戻したプホフが日の出を見ながら覚える感情について書
かれている。 
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心の中の異国は、彼が立っていたその場所にプホフを置いて去り、かくして彼は
祖国の温かさを知った。それはまるで無用な女房から幼い日の母親のふところに帰っ
て来たようだった。彼は中空になった幸福な肉体をかるがると運びながら、自分の道
を歩みだした。(235) 
 
ここでは、地理的な移動を繰り返してきたプホフが経験した精神的な変容が鮮や
かに示されている。この部分でとりわけはっきりと見てとれるのはプホフの精神的な
充実である。母親への回帰についての記述もそれを裏付ける。一見、ここでは幼年時
代への回帰が語られているように見える。しかし注目すべきなのは、この一節が故郷
ではなくバクーで発されていることだ。したがって上記の引用箇所がたんにプホフの
郷愁を表すものと断定するのは性急にすぎるだろう。むしろ、「心の中の異国」をな
くすという変化が意味しているのは、心の中で異国への憧れを掻き立ててきたものと
別れるということだと考えたほうが適切である。なぜなら、本論文における前節での
議論を踏まえれば「心の中の異国」がロマン主義的な憧憬をかきたて、写実主義が克
服できなかったカフカス表象のことであると判断することは充分可能だと思われるか
らだ。したがって「心の中の異国」が去ったということは写実主義を通して否定的に
ではあれ参照されていたロマン主義との訣別を意味すると考えられる。これが、上記
の箇所におけるプホフの精神的な面での再生をカフカス表象との関連でみた場合にい
えることである。 
前節での引用箇所をあわせて考えれば、プホフの精神的な変化に応じてカフカス
像が変化していることがわかる。一方で作品の冒頭でリスキに旅立つ前からもともと
プホフがカフカスに託していた、重工業に携わりたいという希望は消滅していない。
しかしそうした労働に関する考えもツァリーツィン行き列車の同乗者との出会いのあ
とでは変化している。それはプホフが初めてバクーを訪れたときにもっぱら抱いてい
たような、機械への愛ではない。むしろ、機械とともに生き生産する人間への関心
を、彼は強めているのである。プホフが列車の中で得た、ロシア国外を行き交う人々
の結節点のひとつとしてのカフカスとそれに隣接する南ロシアというヴィジョンに対
応するかのようにして、社会的な関係の結びつきが密な場所として生産活動の現場が
とらえ返されているのだ。人間の結びつきとしての社会を重視するというこの感情
は、彼が 2 度目にバクーに行く前に故郷のポハリンスク村で関わった戦闘で仲間を多
数死なせてしまったことの悔悟から一層強まったとも考えられる。端的にいえば、
『秘められた人間』の結末は、プホフが既存のカフカス像を必要としなくなったとい
うことを示しているのだ。 
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4. 結論：『秘められた人間』におけるカフカス表象の意義 
 
ここまで「秘められた人間」が従来のロシア近代文学作品におけるカフカス表象
に対して加えた積極的な新しい要素に着目して議論を進めてきた。具体的には、それ
はバクーの油田の形象と、それを一要素としてなされているロシア近代文学のロマン
主義的な要素への批評である。本論文の結びとして、上述のようなロマン主義の克服
がロシア近代文学におけるリアリズム（写実主義）において一貫するものだったとい
う理解に基づき、『秘められた人間』においてカフカス表象と緊密にむすびついて現
れる言葉と現実の関係を、本論文の冒頭で参照した乗松の議論に即してロシア近代文
学との関係のなかに位置付けてみよう。乗松によってポスト・コロニアル研究をふま
えて再検討されたロシア近代文学史に関する体系的な記述の中にプラトーノフの作品
をより深く包摂することによってこそ、ロシアの地方やソ連の辺境にこだわり続けた
プラトーノフに特有な要素も、より的確に把握できるようになると思われるからだ。 
新聞など、手当たり次第に読み漁る人物として描写されるプホフは、労働者とは
いえ、ロシア語による言説の影響下にある人物であると作者によって性格づけられて
いると判断できる。ただし、その際に見逃せないのは、そうした言説をもとにして行
われるプホフの他者との会話が、上述のノヴォロシースクでの採用試験の場合に見ら
れるように、あからさまに虚偽であることがわかるように提示されることである。た
とえば「ブリュメール 18 日」（177）とは何かと尋ねられ、それがロシアで 10 月革
命の 1 週間前におこった出来事だと説明することからみてそれは明らかだろう。した
がって、プホフは真実にこだわらない人間として描かれている。そのように言説の真
偽に関しては不真面目な姿勢をとりつつも、プホフが革命についてその場をうまく切
り抜ける程度に当意即妙の受け答えができることは、言説が持つ力をプホフが認識し
ていることを示している。それは実のところ、彼が党の活動家と対話する際にみせる
懐疑と表裏一体である。そして、プホフが抱くノヴォロシースクの海の形象もまた、
彼が接する言説のなかで抱かれたものだと推測される。ただし、この形象もまたプホ
フの懐疑を免れない。だから、プホフは実際にカフカスに到着したあと言説と現実の
落差を見出して憤りを感じることはない。プホフは自分が出発前に抱いていた感情に
強くは束縛されることがなく、カフカスの海に魅力を感じないのである。つまりプホ
フは、植民地の表象に関してそれ以前にロシア文学で蓄積され、制約を与える約束事
を懐疑的な姿勢によって脱している。とはいえ、彼がカフカスについて知っていたと
推測される言説はノヴォロシースクへの出発の動機のひとつとなったという点で現実
性を持っていた。この意味で、『秘められた人間』における文学とその外部である現
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実のカフカスとの相関関係においては「現実（3）」があるということができる。こ
のことは、虚偽としてすらカフカス表象がプホフに対して色褪せてしまったツァリー
ツィン行きの列車での経験のあと彼があじわった虚脱状態によって、強く裏付けられ
る。虚偽のものであれ現に精神を引きつけるような魅力をカフカス表象は持っていた
のだが、プホフは自分が放浪しつつ抱いていた懐疑が、同時代のロシアとその周辺で
見聞したものだけを対象にしていたことに気づき、移動する意欲も失ってしまうから
だ。しかし、上述のようなこの作品のストーリーと本論文の議論を踏まえて判断する
ならばこの作品において基調となっているのは「現実（3）」の相対化ないしその限
界の露呈だと判断することが妥当であろう。このことは『秘められた人間』において
記述の対象としてのカフカスが憧れをかきたてるものとして描かれることへの批評性
が見られることの意義を理解する助けになる。乗松の枠組みに従うなら、この作品に
おいて 19 世紀の写実主義におけるカフカスの「現実」と文学の関係、より具体的に
いえば、虚偽だと認識されつつも写実主義時代にも存続したロマン主義的なカフカス
形象の放つ魅力の現実性（「現実（3）」）が衰退へと向かっているということがで
きる。懐疑的な性格をもつ主人公が革命を契機に変化するという物語のなかでこの衰
退が描かれているのだ。 20 そこに、ロシア文学におけるカフカス表象がおびていた政
治的な権力への批判がある。望月は『秘められた人間』の結末にフョードロフ思想の
変奏を読み取り、人々の兄弟愛に基づく理想の社会がここで描かれていると指摘す
る｡ 21 それはプラトーノフの考えるロシア革命の未来に関わるものである。本論文
は、プラトーノフがそのような未来に関するヴィジョンを描き出したのとまったく同
じ箇所に読み取ることができるロシア文学の過去にまつわる要素を明らかにした。 
 
〔本論文は平成 28 年 10 月 23 日に日本ロシア文学会第 66 回大会（北海道大学）
で行なった口頭発表に基づいている。〕 
 
 
 
 
                                                 
20 この作品が発表された 1928 年の時点でカフカス地方は、アゼルバイジャン、アルメニア、
グルジアといった、ソ連を構成する各共和国によって統治されている。このような政治的な変
化も『秘められた人間』におけるカフカス表象のありかたに影響を与えている可能性がある。
この点については稿を改めて述べたい。 
21 望月恒子「プラトーノフの『秘められた人間』について：特徴的文体の形成」、222 頁。 
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The Representation of the Caucasus during the Russian Civil War 
in Andrei Platonov’s The Innermost Man 
 
FURUKAWA Akira 
 
 Andrei Platonov’s novel The Innermost Man, which was published in 1928, is a 
story about an engineer named Foma Pukhov who goes off to the civil war after the 
October Revolution. This paper aims to consider the representation of the typical 
landscapes in Caucasian countries that the protagonist in this novel visits. The 
imagery of Caucasian countries, which Russian writers in Romantic schools 
represented with exoticism, survived even in the period when realistic novels had 
been elaborately written by writers such as Leo Tolstoy. Apparently, acknowledging 
this context in the history of Russian literature, in The Innermost Man, Platonov 
attempts to present an alternative representation of the Caucasian landscape. It is 
shown through the point of view of the protagonist, who at the end of the story 
becomes free of longing for Caucasian countries’ qualities that did not exist in Russia. 
Moreover, this novel adds a new element to the representation of such countries, 
which was extremely unusual in nineteenth-century Russian literature. It was the 
imagery of oil derricks in Baku, Azerbaijan, that was rapidly developed in the 1870s. 
 
key words: Andrei Platonov, Caucasian countries, Russian Civil War, Representation 
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